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今年もプールに
歓声がもどる

/N

魯

~九度山小学校~

6月16日、夏本番を前に、九度山小学校がプール開きをしました。

久しぶりにプールに入って、水の感触に体を慣らしていきました。子供

たちは、笑顔で歓声をあげて、潜ったり、水をかけあったりしていました。

今日の水は少し冷たかったけど、みんな夢中になって泳いでいました。

ノノン

M弓心

、,

瓢

、ハ

Jヂ

詠

'吹、

'、"

^,

゛苓゛

'ー

'

▲

み

弓

゛

Q
●
、
、

岐
ウ
、

ナ
雫
^
'
一

ι
^
y
諸
1
、

ー
、

点
ぎ

、

J
 
J
、
ご
i
、
一
、
゛
、
¥
ご
゛
、
J
、
'
、
一
、
Y
、
ご
¥
ノ
、
¥
、
り
、
Y
、
ご
一
、
'
、
一
、
一

J
、
J
、
v
i
、
一
、
゛
、
Y
、
ψ
、
゛
、
J
、
'
、
一
、
Y
、
一
、
¥
 
0
、
,
、
り
、
、
、
、
、
、
一
、
一

、
.

、
一力゛

、、
,゛

、

一
翁
氏
^
鷺
1

"¥

、

゛

等

、
叉

、

や

、
'

、
'

、力゛、
"

゛
、、

J゛
、
JしJ

'
、、

ψi〆

゛ず
、、

i一
、

ゞ气、
゛

"

.
、

.
、
え
久
久
久
久
久
久
久
久
久
久
矣
令
央
n
矣
久
久
久
久
久
r
チ
゛

広
報

イ
i



オ
リ
壱
;
岐
本
盟
1
島

゛

現
在
、
道
浦
さ
ん
は
、
イ
ト
マ
ン
ス
ィ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
泳
の
強
化
二
ー
チ
と
し
て
、
男
子
0

メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
日
本
代
表
の
入
江
陵
介

選
手
や
男
子
フ
リ
ー
リ
レ
ー
日
本
代
表
の

奥
村
幸
大
選
手
な
ど
を
、
主
に
指
導
し
て

い
ま
す
。
特
に
入
江
選
手
に
つ
い
て
は
、

中
学
3
年
生
の
時
か
ら
指
導
を
し
て
お
り
、

大
学
1
年
生
と
な
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

道
浦
さ
ん
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
二

ー
チ
入
り
し
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で

す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
長
い
間
、
サ

ボ
ー
ト
役
で
携
わ
っ
て
こ
れ
ら
ま
し
た
。

'
工
姿
恐
^
イ

、
>
ノ
、
之
、
ご

越

●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
一
、
と
に
つ
い
て

今
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
ら
れ
る
こ
と

は
、
い
い
経
験
で
あ
る
と
プ
ヲ
ス
思
考
に

考
え
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
充
実
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
代
表
コ
ー
チ
に
な

つ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
行
け
る
こ
と
は
、

い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
想

像
し
て
い
た
よ
り
も
、
日
の
丸
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
大
き
い
で
す
。
「
が
ん
ば
れ
」

と
周
り
か
ら
騒
が
れ
る
と
、
と
て
も
緊
張

し
ま
す
。
試
合
と
な
る
と
ゞ
神
力
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
平
常
心
を
保
つ
こ

と
は
非
常
に
難
し
い
。
コ
ー
チ
を
し
て
い

る
と
、
い
ろ
い
ろ
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
つ
て

き
ま
す
が
、
そ
れ
を
な
か
な
か
発
散
で
き

る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
ス
ト
レ

ス
を
選
手
に
向
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
選
手
自
身
も
か
な
り
の
プ
レ
ッ
シ

ヤ
ー
を
感
じ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
選

手
の
ス
ト
レ
ス
を
取
っ
て
あ
げ
る
の
も
コ

ー
チ
の
仕
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
コ
ー
チ
を
す
る
こ
と
の
難
し
さ

選
手
を
指
導
し
て
い
く
中
で
大
変
な
こ

と
は
、
た
だ
練
習
を
た
く
さ
ん
す
れ
ぱ
よ

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
内
{
谷
が
伴
わ

な
い
と
い
け
な
い
。
コ
ー
チ
を
し
て
い
る

と
、
本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
と
い
う
葛

藤
が
あ
り
ま
t
。
特
に
水
泳
の
場
合
は
一

発
勝
負
な
の
で
、
極
限
の
緊
張
状
態
と
な

り
ま
す
。
試
合
と
な
る
と
、
食
事
も
の
ど

を
通
ら
な
い
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

獅
、

ン

馳

果

、

し
か
っ
た
で
す
が
、
テ
レ
ビ
の
取
材
が
、

だ
ん
だ
ん
と
過
熱
し
て
、
コ
ー
チ
や
選
手

に
対
し
て
の
要
求
が
多
く
な
つ
て
き
て
い

ま
す
。
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
水
着
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
契
約
し
て
い
る
メ
ー
カ

ー
の
こ
と
も
島
り
複
雑
な
心
境
で
す
が
、

結
局
は
水
着
だ
け
で
は
良
い
成
績
を
収
め

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
選
手
個

人
の
能
力
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

」

、
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Ⅱ
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●
恩
師
や
親
へ
の
感
謝

本
格
的
に
水
泳
を
始
め
た
の
は
、
九
度

山
中
学
校
の
時
か
ら
で
し
た
。
中
学
校
で

水
泳
の
指
導
を
し
て
く
れ
た
先
生
が
、
朝

早
く
か
ら
準
備
を
し
て
い
た
だ
い
た
あ
り

が
た
さ
が
、
^
^
^
一
^
^
と
な
っ
て
ょ
く

分
か
り
ま
し
た
。
九
度
山
中
学
校
を
卒
業

後
、
選
ぱ
れ
て
大
阪
の
高
校
、
そ
し
て
大

学
へ
と
進
学
し
た
の
で
す
が
、
水
泳
の
練

習
に
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

小
さ
い
と
き
は
泣
き
虫
だ
っ
た
け
ど
、
水

泳
で
鍛
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私

に
そ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
今

は
亡
き
父
に
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

●
今
の
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
つ
い
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
が
決
ま
っ
て
マ

ス
ニ
ミ
が
取
材
に
来
ま
す
。
最
初
は
う
れ

レ

ノ

コ

y

真

f

W

f
-
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真

ミ
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嵯
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父
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プ
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、
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よ
ミ
王
'
妻
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特
選
3
席
畢
村
」

谷
山
珠
美
さ
ん
(
奈
良
市
)

.

【
需
】
白
馬
と
女
優
と
の
心
の
通
い

合
っ
た
瞬
間
を
と
ら
え
た
佳
作

ト

卓
,
.
゛

参

田祭写
'ノ、之il"- J#゛、

5月4日、 5日に開催されました真田まつりの写真を、今年も多くの方々からビ応募い

ただきました。誠にありがとうございました。応募作品Ⅱ0点のうちから厳正な審査の結果、

入賞作品が決まりましたので、紹介いたします。

推薦「祭り見物」
三山正邦さん(堺市)

ジ尋容卜の審

【講評】前景の踊り手をぽかして、見物

人ひとりひとりの表情をとらえ、温か

い家族の姿を通して祭りの楽しさを表

現している

,,m'ιーノ

1・X '・声゛富

責結

特選1席
上兒'1士1

「もちまき」
より子さん(堺市)

【1齢平】餅をまく人の表情と

手、白い餅が今まさに人々

の上に落下しようとする決

定的な瞬問をとらえた秀作
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作品】
「加護を受ける」広瀬裕子さん(枚力市)

「あいきょう」宮部荘太郎さん(枚方市)

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

【入選
「雨・親子の語らい」森本功さん(枚方市)

前滝久惠さん(九度山町)「声援」

岡村雅史さん(橋本市)「五月五日」
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特選2席「修行を終えて」
高橋秀夫さん(堺市)

〔3〕

北京オリンピックに、本町から道浦健寿さんが競泳

競技のコーチとして参加されます。

大変名誉なことであり、心から祝福いたします。

道浦さんは、スイミングスクールの競泳強化コーチ

として指導を始められて、これまでに世界で活躍する

選手を育ててこられました。

オリンピックを目前に、道浦さんから今の心境など

をお聞きすることができました。

麺ヂ

道浦健寿さん
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n翫平】電車の動感と、窓ごしに向

かい側のホームにいる僧侶をとら

えた瞬間のタイミングがよい
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九
度
山
町
ひ
ま
わ
り
キ
ッ
ズ
の
概
要

ひ
ま
わ
り
キ
ッ
ズ
は
、
笠
田
と
妙
寺

で
既
に
保
育
を
始
め
て
お
り
、
本
町
で

3
番
目
の
開
所
と
な
り
ま
す
。

●
保
育
を
受
け
ら
れ
る
対
象
者

原
則
と
し
て
、
町
内
の
小
学
校
1
年

生
か
ら
3
年
生
ま
で
の
児
童
で
す
が
、

4
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
児
童
も
、

申
し
込
み
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
を
し
ま

す
。

現
在
、
九
度
山
町
ひ
ま
わ
り
キ
ツ
ズ

に
入
所
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
児
童

は
玲
名
で
す
。

●
保
育
の
時
間

学
枝
の
あ
る
日

放
課
後
か
ら
午
後
6
時
頃
ま
で

土
曜
日
、
夏
休
み
等

午
前
8
時
か
ら
午
後
6
時
頃
ま
で

●
休
所
日

日
曜
・
祝
祭
貝
盆
休
み
の
前
後

約
1
週
間
と
、
年
末
年
始
の
約
1

週
間

●
保
育
の
中
身
に
つ
い
て

平
日
の
放
課
後
、
指
導
員
は
い
つ
も

2
人
で
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い

て
く
れ
ま
す
。

児
童
た
ち
は
、
放
課
後
に
学
童
保
育

の
部
屋
に
集
ま
り
、
宿
題
を
し
ま
す
。

宿
題
が
終
わ
っ
た
後
は
、
外
へ
出
て
遊

具
な
ど
で
遊
ん
だ
り
、
部
屋
の
中
で
工

勢
海
軍

1
黒
Υ翁

無
禽
"

や
ー
"

髪
武

再

J
」

、
0

し

踊

.

ゾ

紗

ル

趣

W

一
江

一
、

.

§

1
R

作
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
、
自
由
な
時

間
を
過
ご
し
ま
す
。

午
後
3
時
頃
か
ら
は
、
「
お
や
つ
」

の
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
や
つ
は

決
め
ら
れ
た
分
だ
け
、
自
分
で
計
算
し

て
取
っ
て
い
き
ま
す
。
お
や
つ
の
時
闇

が
終
わ
る
と
、
し
ぱ
ら
く
の
問
は
自
由

^
問
と
な
り
ま
^
が
、
^
^
5
^
に
な

る
と
、
外
で
遊
ん
で
い
る
子
供
た
ち
も

戻
っ
て
き
て
、
部
屋
の
中
と
外
の
廊
下

を
分
担
し
、
み
ん
な
で
掃
除
を
し
ま
す
。

そ
の
後
は
、
み
ん
な
部
屋
で
保
護
者
が

迎
え
に
来
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。

一

一

'

,
'
"
ー
゛
ー
{
,
ー

4
王
 
0
芋
ミ
、
だ
」

'
'
'
〕
 
y
 
/
、
、
'
、
リ

廠
謡

語
哲
一

1

'

忌

1
,
ー
ー

喩

望
な
ど
を
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
じ
く
羽
に
1
圓
、
指
導
員
会
議

を
開
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
保
育
を
し

て
い
て
気
に
な
る
こ
と
や
、
今
後
の
改

善
点
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま

す
。●

保
護
者
か
ら
の
ご
意
見
に
つ
い
て

保
護
者
の
方
か
ら
の
ご
意
見
を
紹
介

し
ま
す
。

『
よ
う
や
く
待
ち
望
ん
で
い
た
学
童
保

育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は

親
が
働
い
て
い
る
家
庭
に
は
な
く
て

は
困
る
も
の
で
す
。
指
導
員
は
き
ち

ん
と
子
ど
も
た
ち
を
見
て
く
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
は
友
達
と
遊
べ
て
と

て
も
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
ま
だ
ま
だ
改
善
し
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
点
も
あ
る
の
で
、
来

年
以
降
入
学
し
て
く
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
、
町
に
は
い
ろ
い
ろ
要

望
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
』

●
そ
の
他

こ
れ
か
ら
学
童
保
育
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
随
時
受
付
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
提
出
し
て
下
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
福
祉
課
(
8
熨

2
0
1
9
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

1

f

"

N

1

お
迎
え
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
に
ょ

つ
て
時
間
が
違
い
ま
す
。
お
迎
え
に
来

て
く
れ
る
人
は
、
児
童
の
親
だ
け
で
な

く
、
祖
父
母
や
兄
・
姉
の
時
も
あ
り
ま

す
。
お
迎
え
が
い
つ
も
と
違
う
時
間
に

な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
導
員
と

連
絡
を
取
り
ま
す
。
お
迎
え
に
来
ら
れ

た
保
護
者
の
方
に
は
、
必
ず
部
屋
ま
で

来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

顔
を
会
わ
せ
る
こ
と
で
、
信
頼
関
係
を

築
く
と
共
に
1
憙
見
や
ご
要
望
を
お

聞
き
す
る
た
め
で
す
。
午
後
6
時
頃
ま

で
に
お
迎
え
は
終
わ
り
ま
す
。

ノ

廊

士
曜
日
に
つ
い
て
は
、
合
同
保
育
と

い
っ
て
、
笠
田
や
妙
寺
の
子
ど
も
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
妙
寺
小
学
校

に
お
い
て
保
育
を
し
て
い
ま
す
。
士
曜

日
は
午
前
8
時
か
ら
と
な
0
て
い
ま
す
。

夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
に
は
、
合

同
保
育
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
笠
田

と
妙
寺
の
児
童
と
合
わ
せ
る
と
人
数
が

大
変
多
く
な
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
、

ど
の
よ
う
な
保
育
を
す
る
か
検
討
中
で

す
。

ま
た
、
月
に
1
回
保
護
者
会
を
開
き
、

子
ど
も
の
様
子
や
保
育
に
つ
い
て
の
要

"

、
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お迎えがきて、これからお家に帰ります

訪嚇題

■防災協定を締結
5月28日に町と紀北川上農業協同組合は、Π坊災

関係の協側」事業に関する協定」を締結しました。

この協定には、災害時の物資の調達、選果場を応

急対策活動場所として使用司、ることなどが盛り込ま

れていま司一。

■交通安全を願い、傘が送られる 『咳1

'命、・・
、・、゛^ナ五^

1:、

γ一 xi.1
〒,謬ヲゾ 1一二1"ゞ

学童保育が始まりました

6月9日に、紀北川上農業協同組合の代表の方々が教育

委員会を訪問され、学童用の交通安全傘を印本寄賠してい

ただきました。これはJA共済が実施している交通安全活

動の一環で、子どもたちを交通事故から守り、安全な地域

づくりに貢献することを目的としています。不意の雨で傘

を持って来ていない児童が、無理な道路横断をしないよう

にするため、学校への置き傘として使われます。

4月26日から九度山小学校校舎祁皆東端の空き教室を利用して、学童保育が始まりました。

学童保育とは、保護者が働いていて昼問十分に家庭で保育が受けられない小学生に対して、

放課後や長期休暇中に、家庭にかわって保育を行うものです。施設は岡が設置し、運営は学

童保育九度山町ひまわりキッズが町から委託を受けて行っています。

保育の中身については、異なる学年の子どもたちが、宿題や遊びをしたり、おやつを食

べたりして、帰宅までの時問を過ごします。

1ト)>)ト)ト)ト)ト、1>Jト)ト)>J>,ト)

〔5〕

ノ,゛ー
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肱

調印式の様子

鼠

黄色い傘に交通安全と壽かれています
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都屋に入ると、まず宿題をします

声で「
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モ御
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おやっは「いただきます」と言ってから食べ始めます
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'町の財政、事情 弓
ゞ
苓町では、上半期と下半期に分けて、「町の財政事情」を公表しています。今回は、平成19

年度下半期の予算執行状況をお知らせします。(平成20年3月31日現在)翁

'叉^て叉生一ー^ー^ Cニニ^C=_..^、'てニニニ^t乏隼」゛.^ニコ C二工恐、』^と,生一^^ C二^'、^コC=ニー.^:=':ーー^ーー'

地方交付税

'=ニ==、、^ C三サーーー^ニコ

100%

繰入金

県支出金

国庫支出金

諸収入

辨卦瑚纖税・觸ま
鵬税・瑚棚鮒鈍

その他

にニコ^C三=ーーー=〒.需コ

98.5%

8.4%

仁盃二石亀、^てニンーーーニ^

0%

642%

647%

rに二'な』、^C,豊^ー^

93.8%

公債費

民生費

総務費

土木費

農林業費

育教 費

衛生費

消防費

その他

1億9080万円

0万円)

1億6272万円

( 1億 454万円)

100%

1億1811万円

( 7643万円)

8277万円

(フ767万円)

90.フ%

6892万円

(6892万円)

ーー・ーニニτ

3億3637万円

( 2810万円)

100%

1億1147万円

(1億 109万円)

43.9%

4億8445万円

(4億7723万円)

93.8%

35.5%

15億308万円

(15億308万円)

852%

94.6%

一般会計歳入

〔ニフコ予算額

[ニニコ収入済額

0 内は収入済金額

歳入予算額

30億禿脚万円

69.4%

冒小学生が役場と公民館を見学に来ました。

寸、呉j^

〔6〕

952%

ι"゛^y十,乱出しー、引乱_ノ、^^^

'、玉、キ"角J

95.フ%

ノ＼
ユニ又

1億2030万円

(1億1456万円)

収入済額(79.フ%)

24意3706万円

国民健康保険事業

2億9981万円

(2億郭34万円)

升

老人保健事業

3億7043万円

(1億31駆万円)

4億2440万円

(3億9801万円)

2億8013万円

(2億6494万円)

禅位:万円)

Y田ギー

ノ＼

1億印3万円

(1億巧6万円)

2億7192万円

(1億認66万円)

〔刀

5億3197万円

(2億33乃万円)

簡易水道事業

別

',C』叶.^

保険事業

下水道事業

,声ルノ
^^

1,R『一

6億5360万円

(6億5360万円)

''ー、

予算

歳

84,281

一般会計歳出

6月12日に、九度山小学校3年生の皆さんが校外学習

で立、民館とイ斐場を訪れました。

公民食'では、公民食官長が各部屋を案内し、児童から

の質問に答えました。

役場では、職員が仕事について説明した後、各課を

案内し、議場では議員席に座り、議員になった気分を

味わいました。

町長室に入った児童たちは、町長と直接羚話しをし、

「町長はどんな仕事女するのですか?」「町長になっ

てうれしかったこと、楽しかったことや困ったことは

ありましたか?」など、たくさんの質問をしました。

95,489

[二Σコ予算額

じニニコ支出済額

0 内は支出済金額

睡中学生が、今思うことを語りました。

収入済額

63,327

歳出予算額

30億認舶万円

.^ー

28,387

入

^

65,607

6同 1日に九度山町中央公民a官において、『少年メッ

セージ2008伊都弘也方発表大会』が閉催されました。

伊都郡・橋本市から中学生27名が集まり、学校生活

や将来の夢、命の大切さ、家族の大則さ、今社会に刈

して'思っていることなどを、 1人当たり5分程度の持ち

時間で、会場に集まった耽WRや審査員に禦K語りました。

本町からは米田雄大さん q可根中)、諏訪理恵さん(九

度山中)元家千裕さん(九度山中)の3名が参加され、

審査の結果、「みんな同じ大切な命」という標題で介

護にっいて語ってくれた元家さんが優秀賞、米田さん

と諏訪さんが奨励賞をとりました。

21,395

82,415

"

執行率

49,198

.ー

フフ.8%

18,782

86.3%

支出済額(76.6%)

23億4194万円

4,683

.、、

予算

フフ,フ%

歳

84,281

66.2%

95,489

21.9%

支出済額

63,327

(_

28,387

出

76,699

21,395

88,954

執行率

56,880

91,0%

24,271

■7月は「九度山町社会を明るくする運動」強調月間です。

93.2%

16,687

89.8%

85.5%

78.0%
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'左から、諏訪さん元家さん米田さん

y'

防ごう犯罪と非行助けよう立ち直り

社会を明るくする運動は、すべての国民が犯罪や

斗断テの防止と罪を犯した人たちの更正についての理

解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯

罪やヲ断丁のない明るい社会を築こうとする全国的な

運動です。

7河中に保護司、更正保護女性会、B郡会、青少年

センター、九度御駐在所などによる街頭啓発などを

行いまt。皆様のビ協力をお願いします。

V卓

゛
説
明
を
み
ん
な
熱
心

に
聞
い
て
い
ま
す

三
0
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特
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会

'

0

燮
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三

人

島
町
長
室
で
の
様
子

◆
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大
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か
ら
の

メ
ツ
セ
ー
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を
代

読
す
る
様
子
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九
度
山
ジ
ユ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
健
闘

橋
本
市
運
動
公
園
で
「
第
舗
回

和
歌
山
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
合
が
開
催
さ
れ
、

九
度
山
ジ
ニ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
が
、
汰
の
と
お
り
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

【
男
子
の
部
】

第
3
位
西
畑
直
輝

【
女
子
の
部
】

第
3
位
田
中
佑
佳

川
口
麻
帆

3
右
は
、
県
の
代
表
と
し
て
7

月
謡
日
S
玲
日
に
滋
賀
県
で
開

催
さ
れ
る
、
近
畿
小
学
生
選
手
権

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
並
び
に
8

月
7
e
s
W
日
に
熊
本
県
で
開

催
さ
れ
五
全
国
小
学
生
選
手
権

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

九
度
山
ジ
ユ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
優
良
団

体
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

ト
テ
ニ
ス
の
振
興
に
寄
与
さ
れ

た
兆
き
対
し
、
優
良
団
体
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

九
度
山
ジ
ユ
ニ
ア
ソ
ブ
ト
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
、
こ
の
度
財
団
法

人
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
よ

り
、
創
立
以
来
由
緒
あ
る
伝
統
を

守
り
、
そ
の
地
方
に
お
け
る
ソ
フ

叉
三
ゞ
心
W
◆
,
ー
'
、

声
心
§
イ
ゞ
戸
 
t

邑
'
、
ゞ
寸
'
f
 
"
 
0
 
"

艸
、
ご
)
、
一

製

側
中
一尋

島

{

表
彰

第
騎
回
伊
都
地
方
よ
い
歯

を
育
て
る
コ
ン
ク
ー
ル
で

表
彰6

月
5
日
に
橋
本
小
学
^
で
、

第
騎
回
伊
都
地
方
よ
い
歯
を
育

て
る
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
伊
都
・
橋
本
か
ら
認
校
Π

右
が
参
加
し
、
次
の
と
お
り
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

【
個
人
の
部
】

小
学
2
年
生

3
位
上
士
谷
侑
夏

(
河
根
小
学
校
)

"

小
学
3
年
生

3
位
中
谷
聖

冗
度
山
小
学
校
)

小
学
6
年
生

2
位
奈
良
武

(
九
度
山
小
学
校
)

3
位
西
岡
瑞
帆

(
古
沢
小
学
校
)
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平成20年度

九度山町職員採用試験

【募集の種類、誠験区分及び

採用予定人員】

一般写珂捌幟

上級職中川吸職若干名

【受験資格】

0上級職

昭利55年4打2日から昭和62年4打

]1三ぼでに生まれた方

・昭和62年4月2eD、降に生まれた方

で大学住豆大を除く。)を卒業した

方又は平成21年3打末Eぽでに卒

業見込みの方

0初級職

・昭和59年4河2111から平成3年4月

1日までに生まれた方bく学秩豆大

を1余く。)における在学期間が2年

を超える方を除く。】

藷式験方法〕

◎第1次試験

上級職

大学卒業程度で次の試験を行

います。

筆記試験俳文養・専門イ乍文)

初級職

高校卒業程度で次の試験を打

います。

筆記試験等文養・適性・作文)

◎第2次試験口述試験q鰯劉

【第1次試験日時及ぴ場所】

91]21日(勵

九度山町ふるさとセンター

【採用予定年月日】

おおむね平成21年4jl(予定)

【申込用紙交付】

役場総務課で7河15fK火)から交村

【受付期間】

7打15日(火)から8ナ114日(木)まで

※お問い合わせ

統司努課(654-2019)
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